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【研究の背景・目的】 

ヒトを含む多くの動物の脳室下帯（SVZ）では、一
生新しいニューロンがつくられている（図１）。SVZ
で生まれるニューロンは前方へ向かって長距離を
移動し、嗅覚に関わるニューロンとして成熟する。
本プロジェクトでは、成体脳における新生ニュー
ロンの移動のメカニズムを明らかにする。さらに、
ニューロン新生と嗅覚の関係を解明する。 
 

 
図１ 成体脳室下帯 (SVZ)におけるニューロン新

生.   
(A) SVZ の位置と構造.  (B) SVZ におけるニュー

ロン新生.  (C) SVZ から嗅球(OB)へのニューロブ

ラストの移動.  (D) 吻側細胞移動経路（rostral 
migratory stream: RMS）を移動する doublecortin 
(DCX)陽性ニューロブラストとそれを取り囲む

glial fibrillary acidic protein (GFAP)陽性アスト

ロサイトの免疫組織化学.  (E) 嗅球におけるニュ

ーロン新生.  GCL, 顆粒細胞層; MCL, 僧帽細胞

層, GL, 糸球層.   
(Kaneko and Sawamoto, Neurosci. Res. 63: 
155-164, 2009.より引用) 
 
 

【研究の方法】 

蛋白質化学・ケミカルバイオロジー・免疫組織化

学・電子顕微鏡・組織培養・遺伝子トラップ法・

二光子顕微鏡による in vivo イメージングなど、

分子・細胞・個体レベルの様々な手法を組み合わ

せて、成体脳のニューロン新生を多角的に解析す

る。これまで解析してきたマウスに加えて、新し

い遺伝子の同定のため新たなモデル動物としてゼ

ブラフィッシュを用いる。さらに霊長類モデルと

してコモンマーモセットの脳室下帯の解析も進め

る。 

 
【期待される成果と意義】 
本研究により、現在不明な点が多い成体脳におけ
るニューロン新生のメカニズムと意義の一端が明
らかになると期待している。 
また、その成果は、将来の細胞移植を用いない神
経再生医療技術のための科学的基盤となる可能性
がある。 
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